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A.引き続き、県と連携して対応する
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Q.
洪
水
対
策
は

A.
堂
前
川
の

負
担
軽
減
を
図
る

対
応
策
を
検
討

　
近
年
集
中
豪
雨
被

害
が
各
地
域
で
発
生

し
て
い
る
。
当
町
も
11
年
前

の
東
海
豪
雨
で
は
、
多
大
な

被
害
を
住
民
及
び
企
業
等
に

与
え
た
。
そ
の
後
一
部
地
区

で
は
、
河
川
改
修
等
の
工
事

が
、
行
わ
れ
た
が
、
ま
だ
充

分
と
い
わ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
常
に
水
害
の
危
機

と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
地
区
も
あ

る
。
ど
の
様
に
し
た
ら
、
安

心
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
に
な

る
の
か
。
新
川
流
域
被
害
は
、

他
の
流
域
か
ら
の
も
ら
い
水

に
よ
っ
て
発
生
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
事
実
か
。
町
民

の
安
心
、
安
全
の
実
現
に
向

け
て
の
施
策
を
問
う
。

　
東
海
豪
雨
以
降
、

国
や
県
は
庄
内
川
の

洗
堰
の
嵩
上
げ
や
新
川
の
床

下
が
、
ま
た
、
豊
山
町
は

貯
留
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ

り
洪
水
対
策
を
実
施
し
た
。

今
回
の
豪
雨
で
町
内
の
南
西

部
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
。

　
最
大
の
原
因
は
、
庄
内

川
か
ら
大
量
の
水
が
新
川
に

流
れ
込
み
、
大
山
川
の
水

位
が
上
昇
し
た
た
め
。

　
今
後
の
対
策
は
、
小
牧

基
地
内
の
洪
水
抑
制
調
査

を
参
考
に
し
て
、
堂
前
川
の

負
担
軽
減
を
図
る
対
策
を

検
討
す
る
。
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青
山
神
明
地
区

に
於
い
て
、
建
物
解

体
業
者
の
産
廃
が
毎
日
運

び
込
ま
れ
、
隣
接
す
る
住

民
に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

　
質
問
の
土
地
は
、

建
設
解
体
業
者
が
産

業
廃
棄
物
を
積
替
え
、
保
管

す
る
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。
使
用
に
際
し
て
は
、

県
知
事
へ
の
届
出
及
び
産
業

廃
棄
物
処
理
基
準
に
基
づ
い

た
施
設
整
備
が
必
要
と
な
る

が
、
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
。

12
月
２
日
、
県
が
事
業
者
に

対
し
、
改
善
指
示
書
を
渡
し

た
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
県

と
連
携
し
た
対
応
を
す
る
。
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積みあげられた産業廃棄物
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Q.環境汚染被害への対応は

熊
沢 

直
紀 

議
員

Q.
学
習
等
供
用
施
設
等
の
使
用
料
は

A.
使
用
料
徴
収
す
る
に
は
財
産
処
分
が
必
要

　
東
部
学
習
等
供
用

施
設
は
、
航
空
機
の

騒
音
対
策
地
区
内
に
あ
る
。

無
料
施
設
と
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
航
空
局
所
管
の
「
教

育
施
設
等
騒
音
対
策
事
業
」

の
補
助
金
を
受
け
て
、
平
成

16
年
２
月
に
改
築
し
た
。

　
冨
士
・
新
栄
学
習
等
供

用
施
設
に
つ
い
て
は
、
騒
音

防
止
対
策
地
区
外
で
あ
る
。

冨
士
は
、平
成
15
年
３
月
に
、

新
栄
は
、
平
成
17
年
10
月

に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
改

築
し
た
。

　
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合

に
は
、
財
産
処
分
を
す
る
手

続
き
が
必
要
と
な
る
。

　
承
認
の
条
件
は
、「
補
助

事
業
完
了
後
10
年
を
経
過
し

て
い
な
い
」
も
の
と
「
10
年

を
経
過
し
た
」
も
の
に
分
か

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
10
年
を
経
過
し
た

後
は
維
持
管
理
費
相
当
額
以

内
で
あ
れ
ば
補
助
金
の
返
還

は
求
め
ら
れ
な
い
。

　
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
実
績
で
、
東

部
は
、
年
間
２
３
６
８
件
、

１
日
当
り
6.6
件
、
新
栄
は
、

年
間
１
７
４
１
件
、
１
日
当

り
4.8
件
、
冨
士
は
、
年
間
１

２
９
８
件
、
１
日
当
り
3.6
件

の
利
用
が
あ
り
、
町
民
、
町

内
事
業
所
従
業
員
の
方
々

に
、
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
苦
情
等
は
、
空
調
の
設
定

に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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町
財
政
の
厳
し
い

中
、
平
成
22
年
度
は

補
助
金
の
見
直
し
、
平
成
23

年
度
は
扶
助
費
の
見
直
し
を

検
討
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
学
習
等
供
用
施
設
の
使

用
料
は
無
料
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
住
民
の
方
か
ら
も
、

有
料
に
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。

東
部
学
習
等
供
用
施
設
が

「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環

境
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

等
に
基
づ
い
て
、
国
の
補
助

金
交
付
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
た
め
、
有
料
に
で
き
な
い

と
の
こ
と
。

　
そ
れ
に
伴
っ
て
第
６
条
で

施
設
の
使
用
料
は
、
無
料

と
す
る
と
定
め
た
た
め
、
冨

士
・
新
栄
学
習
等
供
用
施

設
も
無
料
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
も
う
少
し
分
か
り

や
す
く
、
補
助
金
交
付
を

受
け
た
場
合
の
制
約
等
の
具

体
的
説
明
を
。

　
ま
た
、
利
用
状
況
と
利

用
に
関
し
て
の
苦
情
等
は
ど

う
か
。
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多くの人に利用されている供用施設
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